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会    議    録 

会議の名称 第７回津山地域学校再編準備委員会 

開催日時 

 

 

令和２年 ６月１７日（水） 

午後 ７時００分 開会 

午後 ８時００分 閉会 

開催場所 津山老人福祉センター ２階集会室 

委員出席者 

菅 原 祐 也  委員 津山中学校ＰＴＡ会長 

佐 藤 良 紀  委員 柳津小学校ＰＴＡ会員 

遠 藤   貴  委員 横山小学校ＰＴＡ会長 

今 野 政 雄  委員 津山中学校学校運営協議会長 

林   三 治  委員 柳津小学校学校運営協議会委員 

浅 野 茂 美  委員 横山小学校学校運営協議会長 

阿 部 篤 雄  副委員長 津山町行政区長会副会長 

阿 部 宗 幸  委員 つやま杉の子こども園保護者会長 

事務局出席者 

大 森 國 弘 教育部長 

小 林 和 仁 学校再編推進室長 

岩 渕 裕 喜 学校再編推進室学校再編推進係長 

佐 藤 春 香 学校再編推進室主事 

佐 藤 鷹 彦 学校再編推進室主事 

傍聴者 ０名 

議事 
（１） 前回までの検討事項の確認 

（２） 今年度の取組について 

 

 

挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事 

事務局 

 

教育部長 

 

委嘱状交付 

 

委員長選任 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

開会 午後７時００分 

 

開会挨拶 

 

新任委員へ委嘱状を交付 

 

事務局案により委員長は菅原祐也委員に決定 

 

 議事に入る前に、前回及び今回の議事の内容の確認を行う。担当から説

明させていただく。 

 

（担当より内容を説明） 

 

 前回の会議録について、お渡しした内容で公開してよいか。 

 

（異議なし） 

 

それでは議事に入らせていただく。進行については、菅原委員長にお願

いする。 

 

 議事１前回までの検討事項の確認について事務局へ説明を求める。 

 

（資料に基づき前回までの検討事項の確認について説明） 
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委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 事務局の説明に対して質問はあるか。 

 

（質問無し） 

 

 質問がないので次の議題に進む。議事２今年度の取組について事務局へ

説明を求める。 

 

（資料に基づき今年度の取組について説明） 

 

 事務局の説明に対して質問はあるか。 

 

 （仮称）再編開校準備委員会についての説明で、部会の設置を検討して

いるとのことであったが、部会を設置するには説明された委員構成では人

数が足りないのではないか。部会員の構成はどのように考えているのか。 

 

 部会の構成員についてだが、部会の検討事項を委員会へ報告することに

なるので、委員の方に入ってもらうように考えている。また、部会で検討

する際には、委員以外の方にも参加していただくように考えており、部会

については、出席者を事務局で細かく指定しない考えでいる。 

 

 組織全体の大体のイメージは伝わったが、部会について具体にはどのよ

うな肩書や所属の人たちが参加するのかを教えて欲しい。 

 

 検討事項によって変わってくると思うので、部会で検討に入る前に委員

会の中で部会の構成員について検討を行っていくことになると考えてい

る。本日は検討事項ごとの参加者についてお示しできるものはないが、事

務局の考える各検討事項についての参加者を参考としてお示ししていき

たい。 

 

 たたき台として示していただければこちらもイメージしやすい。もう一

つ聞きたいのだが、開校準備委員会というのは今の再編準備委員会がいず

れかの時期に開校準備委員会に組織が切り替わるということか。それとも

この二つの委員会は、別々の委員会として存在することになるのか。 

 

 この学校再編準備委員会には、学校再編に係る重要事項となる統合の実

施や統合校の位置についての検討を行っていただいている。本日説明させ

ていただいた再編開校準備委員会については、学校再編準備委員会の結果

を基に統合校の校名や校歌などの具体的な内容について検討を行ってい

く。当初の予定では学校再編準備委員会で重要事項について検討を行った

後に、地域別の再編実施計画の策定を行い、策定後、再編準備委員会から

開校準備委員会へ切り替えていく予定でいたが、他の地域において学校名

などの先に検討できる様な事項については、早いうちから検討に入った方

が良いとの意見があったことから、再編準備委員会と開校準備委員会を並

行して運営することも可能となるようにしている。 

 

 開校準備委員会の委員構成を見ると委員構成が再編準備委員会の委員

構成と大体同じになっているが、同時に存在するということは、例えば今
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事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回は再編準備委員会だが次の会議は開校準備委員会ということが起こり

得るということか。 

 

 二つの委員会が同時に存在する場合はそうなる可能性もある。津山地域

学校再編準備委員会については、統合校の位置についてまで意見をいただ

いている。これから、地域別再編実施計画を策定するまでには校舎の劣化

診断調査の結果を待つ必要があり、ある程度の時間が必要となる。その期

間を使って検討を進めることが可能なものについては検討を進められる

ようにするための措置としてこのような形を考えている。 

 

 この開校準備委員会の委員についてはまた新たに委嘱を行うというこ

とか。 

 

 はい。 

 

 質問が重複してしまうが、再編準備委員会のこれから行うことはどうい

うものになるのかをもう一度確認したい。 

 

 再編準備委員会については、今後、地域別再編実施計画の策定を行って

いくことになる。津山地域で言えば柳津小学校と横山小学校が統合するこ

とについての実施計画となる。実施計画に基づいて統合し、統合校の校名

等についての検討を開校準備委員会で行うことになる。 

 

 実施計画というものは具体的にどういった内容になるのか。 

 

 今日の会議では、個別の事項について示すものはないが、内容としては、

再編準備委員会の中で検討した事項を盛り込んだ内容のものとなる。 

 

 二つの委員会を並行して進めないと時間が足りないということか。 

 

 進捗状況によって期間が前後する可能性はあると思っている。他の地域

において２つの委員会を並行して運営することもできないかとの意見も

あったことから、そのような運営も可能になるような形で開校準備委員会

の設置を考えている。選択肢の一つとして捉えていただければと思う。開

校準備委員会の設置や会議の開催については、再編準備員会の進捗状況

や、委員との調整を行った上で進めていければと思う。 

 

 今開催している再編準備委員会と今日説明させていただいた開校準備

委員会について、今日の説明だけで両者を区別するのは難しいかと思う。

本日お示しした今後の予定表を見ていただきたいが、再編準備委員会で地

域別再編実施計画を策定する上で、校舎の劣化診断調査の結果が重要にな

る。調査の結果が出てからでないと、地域別再編実施計画の策定を行うこ

とができない。また、そのためには一定の期間を要することとなるため、

再編準備委員会で地域別再編実施計画を策定する際にも、期間が空いてし

まうことになるという点について、まずはご理解いただきたい。地域別再

編実施計画の具体的な内容については事務局からもしっかり説明を行っ

ていきたい。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 実施計画については、統合の対象となる学校、統合の時期、通学方法と

いった内容を計画書として仕上げたものになる。ここまでを再編準備委員

会で行う。計画書を基に開校に必要な具体的な内容の検討を行うのが開校

準備委員会となる。名称や委員構成が似ているため分かりづらくなってし

まったが、計画書を作るまでが再編準備委員会。完成した計画書を基に開

校までの準備をするのが開校準備委員会となる。計画書を作るための劣化

診断に時間がかかるので、その間に開校準備委員会で決められるものがあ

れば先に決めるといったことになる。説明が繰り返しになってしまってい

るがそのように理解していただきたい。 

 

 構成員が似ているので少し混乱してしまうが、組織からの代表というこ

とは、二つの委員会に別々の人を委員として選出しても良いのか。 

 

 問題はない。組織によっては、一方は会長でもう一方は副会長というこ

とも考えられる。 

 

 この委員会の中で開校準備委員会の内容について触れるのは問題ない

のか。 

 

 開校準備委員会は、再編準備委員会での検討事項を基に進めていくこと

となり、関係性も深いと考えているので、再編準備委員会からも設置や運

営については意見をいただく必要があると考えている。 

 

 二つの委員会の差別化を図った方が進みやすい気がする。再編準備委員

会はどこまで検討に入るのかが分からない。 

 

 再編準備委員会については統合するかしないか、どの校舎をつかうかの

重要事項を検討してもらうのが一番になる。これらが決定した後に校名、

校歌等の内容について開校準備委員会で検討していく。 

 

 統合校の位置は柳津小学校ということで再編準備委員会として方向性

を示したが、最終的にどうなるかはまだ分からない。 

 

 統合校の位置については既存校舎の活用を前提として検討を行い、津山

地域学校再編準備委員会としては柳津小学校ということで前回意見をい

ただいている。教育委員会としても基本的には柳津小学校の活用を前提と

し、劣化診断調査等を行うこととしている。 

 

 校舎については劣化診断調査後、改修を行うということだが、今後どの

ような改修がされるかが分からないと、それ以降の内容について検討する

のは難しい。 

 

 再編実施計画については、次回の会議で具体をお示しし、再編準備委員

会のゴールの形としてお見せしたい。校舎の位置については柳津小学校と

いうことで意見をいただいたので、調査を行い必要な改修などを検討した

上で最終的な判断を行うことになる。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 事務局の説明をまとめさせていただくと、再編準備委員会としてはこれ

まで会議で統合の実施、統合校の位置について検討を行い、柳津小学校の

校舎を利用しての統合というとこまで話し合っている。今後は校舎の劣化

診断調査を行い、調査結果を基に計画書としてこれまで検討してきた内容

をまとめるところまでが役目となる。今後計画書を作る上で期間が空いて

しまうが、統合の実施については決まっているので、先に検討できるもの

があれば、検討に入ることもできるということで良いか。 

 

 はい。 

 

 次回の会議では、地域別再編実施計画書をまとめるために計画書の案を

示していただく。他に何か意見はあるか。 

 

（意見なし） 

 

 事務局からは他に何かあるか。 

 

 次回の開催日を決めたい。事務局としては７月 13日から 17日までの間

で開催できればと思う。 

 

 15日ではどうか。 

 

（意見無し） 

 

 それでは次回の開催日は７月 15日とする。 

 

 できれば次回の会議の際に、再編準備委員会と開校準備委員会の区別を

つけるための資料を準備して欲しい。 

 

 準備させていただく。 

 

 他にないようなので、本日の議事を終了させていただく。ここからは事

務局に進行をお願いする。 

 

 以上で本日の会議を終了する。 

 

閉会 午後８時００分 

 


